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4） 既存のエンジン，ECU(Engine Control Unit)に後付け可能なこと． 
 
2.2 制御ユニットの製作 
 エンジンと ECU の間に接続する制御ユニットを含むポンプ損失低減システムの構成図を Fig.1 に
示す．通常の場合，エンジンからエンジン回転数（図中 RPM），スロットル開度（図中 TPS）が ECU
に送られ，それらに応じた燃料噴射量（図中 INJ）がエンジンに送信される．毎吸気工程にインジェ
クター（燃料噴射装置）が指定量を噴射する． 
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 Table.1 各スロットル開度，回転数の燃料カット率[%] 
 
Fig.2 ZX636E  
インジェクターに接続 
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 一周約 470[m]の性能評価用コースをできるだけ同じラップタイムで 10 周走行させた．平均ラップ
タイム，平均スロットル開度，燃料消費量を以下に示す．ポンプ損失低減システムの搭載によって，
スロットル開度が 28.4[%]から 65.5[%]に増大し，ポンプ損失が低減できたと考えられる．結果的に




 損失低減システムあり 損失低減システムなし 備考 
平均ラップタイム[sec] 37.95 37.32 - 
平均スロットル開度[%] 65.5 28.4 130[%]増大 
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